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下
川
中
地
区
は
、
鶴
岡
市
の

北
西
側
に
位
置
し
、
庄
内
平
野

平
坦
部
の
水
田
農
業
と
庄
内
砂

丘
に
お
け
る
園
芸
農
業
を
合
わ

せ
持
つ
複
合
経
営
地
帯
で
す
。

 

集
落
営
農
か
ら
法
人
化
へ

　

平
成
19
年
に
は
、
農
作
業
の

共
同
化
や
コ
ス
ト
低
減
に
取
り

組
む
た
め
に
「
下
川
中
集
落
営

農
組
合
」
を
設
立
し
、
５
年
後

を
目
途
に
法
人
化
計
画
を
策
定

し
研
修
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
26
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
農
地
中
間
管
理

事
業
の
機
構
集
積
協
力
金
等
を

活
用
し
よ
う
と
話
合
い
を
す
る

中
で
、
法
人
と
し
て
農
地
の
借

り
受
け
や
作
業
の
受
託
を
行
っ

た
方
が
、
よ
り
一
層
効
率
的
な

農
業
が
出
来
る
と
の
思
い
か
ら

法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。

 

名
前
の
由
来

　

法
人
名
「
ま
め
ま
め
あ
く
し

ー
」
の
由
来
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
〝ま
め
ま
め〟
は
、
身
軽
に

よ
く
働
く
様
子
を
表
し
、〝あ
く

し
ー〟
は
、
種
を
ま
く
、
か
け

は
し
を
意
味
し
、
大
豆
栽
培
を

手
掛
け
る
こ
の
法
人
の
未
来
へ

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

日
々
努
力
の
毎
日

　

「
最
初
か
ら
順
調
な
出
だ
し

で
は
な
か
っ
た
。」
何
度
と
な

く
行
わ
れ
る
話
し
合
い
の
中
で
、

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
不
安
の
声
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
農
業
情
勢
が

日
々
変
化
し
て
い
く
中
、「
今
、

法
人
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
」「
こ
れ
か
ら
農
業
で
生
き

残
っ
て
い
く
に
は
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
し
て
メ
ン

バ
ー
で
勉
強
会
を
繰
り
返
し
開

催
し
ま
し
た
。
み
ん
な
が
納
得

し
て
法
人
に
加
入
す
る
た
め
に

役
員
も
奮
闘
す
る
毎
日
で
し
た
。

　

現
在
は
、
集
落
営
農
の
参
加

戸
数
が
ほ
ぼ
全
戸
法
人
に
参
加

し
、
水
稲
部
門
約
72
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
内
転

作
で
大
豆
を
14
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
作
付
し
て
い
ま

す
。
機
械
・
固
定
資
産
は
、

コ
ン
バ
イ
ン
４
台
、
ト

ラ
ク
タ
ー
３
台
、
田
植

機
５
台
、
乗
用
管
理
機

１
台
、
ブ
ー
ム
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
１
台
、
格
納
庫

（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
）
な

ど
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

　

集
落
営
農
の
頃
に
比

べ
、
大
豆
の
作
付
面
積

も
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

　

そ
の
対
応
と
し
て
、

大
豆
専
業
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
配
置
し
た
こ
と
で
、
収

量
も
増
え
、
個
人
で
経
営
し
て

い
る
砂
丘
畑
部
門
に
も
専
念
で

き
る
と
い
う
相
乗
効
果
が
あ
り
、

良
い
方
向
へ
進
ん
で
い
ま
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
目
標

　

今
後
人
口
減
少
が
進
み
、
地

域
の
若
者
が
ど
の
よ
う
に
就
農

し
て
い
く
か
課
題
も
あ
り
ま
す
。

個
人
で
行
っ
て
い
る
耕
地
の
管

理
を
法
人
へ
変
え
て
い
く
体
制

を
整
え
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い

だ
農
地
を
今
後
も
荒
ら
さ
ず
、

地
域
の
水
田
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
「
ま
め
ま
め
あ
く
し
ー
」

の
メ
ン
バ
ー
共
通
の
想
い
で
す
。

　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
地

域
の
絆
を
感
じ
さ
せ
る
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

（
農
業
委
員　

太
田　

裕
徳
）

農事組合法人  まめまめあくしー

　まめまめあくしーは平成26年12月に農事組合法人として立

ち上げられました。

　法人設立に至った農業にかける熱い思いを伺いました。

（鶴岡　下川） 法人
訪問代表理事　本　間　長　男 さん
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農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
農

業
委
員
と
事
務
局
職
員
、
農
協

職
員
で
農
業
者
年
金
に
つ
い
て

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
２
月
17
日
に
藤
島

庁
舎
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
60

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
山
形
県
農
業

会
議
菊
地
祥
主
事
を
講
師
に
招

き
「
農
業
者
年
金
制
度
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
農
業
者
年
金
の

特
徴
や
加
入
推
進
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
第
２

部
で
は
、
徳
島
県
農
業
会
議
の

笹
賀
圭
主
事
と
徳
島
県
鳴
門
市

農
業
委
員
会
の
谷
口
清
美
会
長

か
ら
、
徳
島
県
と
鳴
門
市
の
農

業
者
年
金
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。
笹
賀
主

事
か
ら
は
、
徳
島
県
全
体
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
地
域
ご

と
に
特
産
物
が
異
な
り
経
営
形

態
も
異
な
る
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
実
情
に
合
わ
せ
た
加
入
推
進

の
仕
方
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
県
初
の
女
性
会

長
で
あ
る
谷
口
会
長
か
ら
は
、

女
性
農
業
者
の
農
業
者
年
金
加

入
推
進
や
家
族
経
営
協
定
締
結

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
を

踏
ま
え
な
が
ら
お
話
が
あ
り
、

大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、あ
つ
み
温
泉
「
た

ち
ば
な
や
」
に
お
い
て
、
鶴
岡

市
農
業
者
年
金
協
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
各
地
区
か
ら
農
業
者

年
金
協
会
会
員
を
中
心
に
１
２

０
名
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
三
浦
会
長
よ
り
、

鶴
岡
市
の
農
業
者
年
金
の
加
入

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

「
農
業
者
年
金
は
『
老
後
生
活

の
安
定
・
福
祉
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
経
営
移
譲
・
継
承

を
通
じ
て
農
業
経
営
の
若
返
り

と
農
地
保
有
の
合
理
化
等
、
農

業
の
構
造
改
善
や
近
代
化
を
図

る
た
め
に
必
要
な
制
度
』
で
あ

り
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
お

知
り
合
い
の
方
へ
の
声
掛
け
を

お
願
い
し
た
い
」
と
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
農

業
委
員
会
事
務
局
職
員
に
よ
る

「
農
業
者
年
金
○×

ク
イ
ズ
」

を
行
い
、
鶴
岡
市
の
農
業
者
年

金
受
給
者
数
や
加
入
要
件
、
保

険
料
な
ど
に
つ
い
て
８
問
の
ク

イ
ズ
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
に
は
ひ
っ
か
け
問
題
も

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
不
正

解
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
楽
し
く
農
業
者
年

金
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
地
元
温
海
地
域
出

身
の
歌
手
佐
藤
善
人
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
生
で

聞
く
迫
力
あ
る
歌
声
に
酔
い
し

れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
も

一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手
拍

子
を
打
つ
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
温
海
地
域
の
特
産

品
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
、

各
地
区
の
会
員
の
方
々
と
親
睦

を
図
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

農業者年金協会研修事業農業者年金協会研修事業

推
進
活
動

    
し
っ
か
り
と
勉
強

農
業
者
年
金
合
同
研
修
会
開
催

迫力ある歌声に

　　　気分も晴れやか

加入推進について説明する谷口会長



　

２
０
５
０
年
に
は
お
客

さ
ん
の
数
が
、
40
パ
ー
セ

ン
ト
減
少
し
ま
す
。
下
り

坂
の
時
代
を
生
き
る
に
は
、

よ
り
知
恵
と
工
夫
が
要
求

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

飼
料
用
の
コ
ー
ン
生
産
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
自
給
率
ア
ッ
プ
の

決
定
打
と
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
木
村　

充
）
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あ
と
が
き

　

公
表
の
対
象
は
、
農
地
集

積
・
集
約
化
を
進
め
る
た
め

に
必
要
な
事
項
で
、
次
の
３

つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
広
く
公
表
す
る
必
要
が
あ

る
事
項

②
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
し

合
い
の
場
な
ど
で
必
要
な

事
項

③
農
地
中
間
管
理
機
構
が
業

務
を
行
う
上
で
必
要
な
事

項
農
地
の
利
用
集
積
の
効
率
的

な
推
進
の
た
め
に
農
地
の
貸

借
を
検
討
す
る
際
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

年
に
一
度
、
全
国
の
女
性
農
業

委
員
が
集
う
「
女
性
農
業
委
員
活

動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
東
京

浅
草
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
協
議
会
の
代
表
渡
邊
と
み
子

氏
に
よ
る
「
福
島
の
福
幸
（
ふ
っ

こ
う
）
の
た
め
に
」
と
題
し
た
講

演
の
後
、
農
業
委
員
会
の
活
動
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
形
県
か
ら
は
山
形
県
女
性
農

業
委
員
の
会
の
関
口
会
長
（
酒
田

市
）
が
「
農
村
・
地
域
が
幸
せ
に

な
る
女
性
農
業
委
員
の
活
動
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
鶴
岡
市

か
ら
は
３
名
の
農
業
委
員
が
参
加

し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　平成21年の農地法の改正により「標準小作料」制
度が廃止され、賃借料は貸し手・借り手双方の話し
合いにより自由に決定することができるようにな
りました。鶴岡市農業委員会では賃借料設定の際の
参考となるよう「賃借料の参考額」を示しています。
　この度、参考額の見直しを行いましたので折り込
みのチラシをご参照ください。なお、「農作業基準賃
金」についても一部改定しています。
　鶴岡市ホームページでもご覧いただけます。

暮らしと経営に役立つ農業情報を

週一回お送りします。

全国農業新聞購読しませんか

購読料　１ケ月 700 円（税込）

お申込み　農業委員会事務局

平成 27 年４月から購読料が改定されました。

賃借料の参考額を改定しました

農地基本台帳 と 地図情報の公表
４月から始まります

　農地法の一部改正により、農地基本台帳と地図の整備が法定

化され、平成27年４月から農地情報システムによるインター

ネットや農業委員会窓口での公表が始まります。

農地の所在、地番、地目及び面積
賃借権等の種類・存続期間
耕作者ごとの整理番号
遊休農地の措置の実施状況
所有者の貸付・売却に関する意向
農振法・都市計画法等の区域区分
機構が借りている農地かどうか
所有者の氏名、名称
賃借人等の氏名・名称
耕作者の氏名・名称
所有者の住所
賃借人等の住所
借賃等の額
権利移動に係る手続の根拠法
納税猶予の適用状況
その他必要事項

○
○
○
○
△
○
○
×
×
×
×
×
×
×
×
×

○
○
○
○
△
○
○
○
○
○
×
×
×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○

農地基本台帳の公表事項

※市街化区域内の農地については全ての事項について公表対象から除外されます。
※△については所有者が公表に同意した場合のみ公表します。

インター
ネット

機構への
情報提供

公　表
事　　項

区
　
分

①

②

③

窓口

女
性
農
業
委
員
集
結

パ
ワ
ー
全
開


